
曳
き
廻
し
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。「
ヨ

イ
ト
サ
ー
ヨ
イ
ト
サ
ー
」
の
か
け
声

に
合
わ
せ
、
山
が
動
く
様
子
は
見
応

え
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
現
在
、
提
灯
山
車
は
2
台
で
す
が
、

今
後
は
多
久
市
内
の
各
地
区
か
ら
も

若
衆
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ず

れ
、
各
町
の
提
灯
山
車
が
ま
ち
を

走
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
、
多
久
山
笠
は
生
き

が
い
で
す
。
携
わ

れ
る
こ
と
が
幸
せ

だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
来
年
の
70
回

を
さ
ら
に
魅
力
あ

る
祭
り
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。 鳥井勝久会長

とり い  かつひさ
多久山笠保存会

▼初期頃の集合写真

▶
初
期
頃
の
多
久
山
笠

◀
提
灯
山
車
の
練
習
風
景

米満正幸さん
よねみつまさゆき
多久山笠 若衆会筆頭取締

　
多
久
山
笠
の
淵
源
は
大
正
時
代
の

末
頃
に
行
っ
て
い
た
大
綱
引
き
に
遡

り
ま
す
。

原
に
あ
る
天
徳
寺
の「
天

徳
寺
大
師
祭
り
」
の
協
賛
行
事
と
し

て
行
い
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
昭
和
23
年
か
ら
人
形
山
車
を
曳
く

「

原
山
笠
祭
り
」
が
始
ま
り
、
昭

和
55
年
に
四
角
提
灯
山
が
登
場
し
ま

し
た
。
昭
和
62
年
に
砂
原
区
が
加

わ
っ
た
こ
と
を
機
に
、
地
域
の
祭
り

か
ら
市
全
体
の
祭
り
に
し
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、「
多
久
山
笠
祭

り
」
に
名
称
を
変
え
ま
し
た
。

　
こ
の
時
か
ら
人
形
山
車
が
２
台
に

な
り
、
そ
の
後
三
角
提
灯
山
車
も
運

行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
勇
ま
し
い
武
将
を
華
や
か
に
飾
っ

た
人
形
山
車
は
迫
力
が
あ
り
、
近
隣

の
子
ど
も
た
ち
が
お
囃
子
に
合
わ
せ
、

「
エ
ン
ヤ
ー
」
の
か

け
声
で
曳
き
廻
し

て
い
き
ま
す
。

　
祭
り
の
見
物
で

盛
り
上
が
る
、
提

灯
山
車
は
若
衆
会

が
担
い
、
力
強
い

　「
提
灯
山
車
を
曳
く
に
は
経
験
が

必
要
で
す
。
毎
年
、
山
笠
の
1
か
月

前
か
ら
山
車
の
点
検
や
練
習
を
重
ね
、

み
ん
な
の
呼
吸
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
若
衆
会
で
は
多
久
山
笠
を
市

全
体
の
祭
り
に
す
る
た
め
『
感
動
・

感
謝
・
交
流
』
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、

み
ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
ま
し

た
。
節
目
と
な
る
70
回
に
は
、
運
行

ル
ー
ト
や
時
間
な
ど
を
見
直
し
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
多
久
山
笠
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
若
衆
会
は
あ
な
た
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
」

参
加
対
象

原
則
18
歳
以
上
の
市
民
。

親
の
許
可
が
あ
れ
ば
高
校
生
も
可

人
と
地
域
を
繋
げ
る

　多
久
山
笠

　多
久
市
内
最
大
の
夏
祭
り
と
し
て
毎
年
、

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る
「
多
久
山
笠
」。

　豪
華
絢
爛
な
人
形
山
車
と
、
提
灯
山
車

の
迫
力
の
曳
き
廻
し
で
多
久
駅
周
辺
は
帰

省
客
や
市
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
す
。

　明
年
、
70
回
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
多
久
山
笠
を
市
全
体
の
祭
り
に
し

よ
う
」
と
、
山
笠
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
に

意
気
込
み
を
伺
い
ま
し
た
。

取材協力 取材協力

伝
統
の
祭
り
を

迫
力
あ
る
引
き
廻
し
若
衆
会

　多
久
山
笠
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
、
提

灯
山
車
の
力
強
い
曳
き
廻
し
を
行
っ
て

い
る
の
が
若
衆
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

運
行
を
担
う
若
衆
頭
や
、
組
み
立
て
を

担
う
組
頭
、
曳
き
手
な
ど
、
一
つ
の
山

車
に
約
30
人
が
必
要
で
す
。
そ
の
若
衆

会
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
米
満
正
幸
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

天まで届け！みんなの願いを込めた
笛の音色よ♪

祭
り
で
市
全
体
を
盛
り
上
げ
る

ヨイトサー

ヨイトサー

楽しく練習した
僕たちの腕の
見せどころ！

未
来
に
繋
ぐ

え
ん
げ
ん

表………

裏（見送り）

『川中島の合戦』

『牛若丸と弁慶』

西山
荕 原

表………

裏（見送り）

『女城主　直虎出陣』

『ゆかいな仲間たち』

東山
砂 原

高さ6ｍ程もある四角型と三角型の提灯山車。
若衆会を中心にその場で組まれるのが特徴。

提灯
山車
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